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ど
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
紙
は
、
筆
記
具

と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
変
化
を
と
げ
て
き
た
の

だ
と
い
え
ま
す
。

　

日
本
に
伝
わ
っ
た
製
紙
法
は
、
さ
ま
ざ
ま
に

改
良
さ
れ
た
後
、
今
日
の
手
す
き
和
紙
の
製
法

の
基
礎
と
な
る
技
法
が
、
平
安
中
期
以
降
に
広

く
普
及
し
ま
し
た
。
こ
の
技
法
に
よ
り
、
薄
く

て
も
軽
く
て
長
持
ち
す
る
と
い
う
和
紙
の
特
質

が
生
ま
れ
た
の
だ
と
い
え
ま
す
。

　

原
料
と
し
て
は
、
奈
良
時
代
の
初
め
ま
で
は

麻
が
、
や
が
て
コ
ウ
ゾ
が
主
体
と
な
り
、
奈
良

時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
ガ
ン
ピ
が
加
わ
り
、
そ

し
て
江
戸
時
代
に
は
ミ
ツ
マ
タ
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
初
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
、

機
械
す
き
の
製
紙
法
が
日
本
に
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
に
、
こ
の
製
法
で
作
ら
れ
た
紙
は
洋

紙
と
呼
ば
れ
ま
す
。
洋
紙
は
機
械
に
よ
っ
て
大

量
生
産
が
で
き
る
う
え
、
イ
ン
ク
を
使
っ
た
印

刷
に
適
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
徐
々
に
、
洋

紙
の
生
産
量
が
多
く
な
り
、
和
紙
は
工
業
と
し

て
の
衰
退
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
和
紙
は
、
書
道
や
日
本
画
の
用
材

と
し
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
工
芸
品
や
伝
統

的
な
生
活
用
品
の
素
材
と
し
て
、
日
本
人
の
生

活
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
何
よ
り
、

そ
の
保
存
性
は
、
他
を
も
っ
て
代
え
が
た
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
和
紙
は
、
そ
の
原
料
の
性
質

や
製
造
法
に
よ
っ
て
、
洋
紙
よ
り
は
る
か
に
劣

化
し
に
く
い
の
で
す
。
千
年
以
上
前
の
考
古
資

料
に
記
さ
れ
た
も
の
を
、
今
、
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
そ
の
間
、
和
紙
が
朽
ち
る
こ
と
な

く
残
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

手
す
き
和
紙
は
、
現
在
、
全
国
各
地
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
ア
ー
ト
や
文
化
財
修
復

な
ど
の
用
途
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
和
紙
は
、

海
外
か
ら
の
需
要
も
高
く
、
日
本
の
み
な
ら
ず

世
界
の
文
化
に
と
っ
て
も
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

紙
の
豆
知
識

　

教
科
書
四
年
「
筆
・
紙
・
す
み
・
す
ず
り
が
で
き
る
ま
で
」（
Ｐ
24
・

25
）
で
は
、毛
筆
用
具
の
原
料
や
作
る
工
程
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

「
書
く
」
と
い
う
行
為
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
紙
」
を
、
歴
史
や

特
徴
と
い
っ
た
切
り
口
か
ら
眺
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

蔡
倫
は
、
製
紙
法
を
改
良
し
、
文
字
を
書
く
も

の
と
し
て
の
紙
の
製
法
を
確
立
し
た
功
労
者
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
へ
は
、
西
暦
六
一
〇
年
、
高
句
麗
の
僧

で
あ
る
曇ど
ん

徴ち
ょ
う

に
よ
っ
て
製
紙
法
が
伝
え
ら
れ
、

大
化
の
改
新
以
降
、
戸
籍
の
作
成
や
経
典
の
書

写
に
、
紙
が
大
量
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
長
く
羊よ
う

皮ひ

紙し

が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
羊
の
皮
を
原
料
と

す
る
羊
皮
紙
は
、
作
る
の
に
手
間
が
か
か
り
、

高
価
で
は
あ
る
も
の
の
、
丈
夫
で
書
き
や
す
く
、

表
裏
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
優
れ
た
書

写
用
材
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
製
紙
技
術
が
伝
わ
っ
た

の
は
十
二
世
紀
頃
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
も
三
世
紀
程
度
に
わ
た
り
、
教
会
の
正
式
文

書
や
公
文
書
な
ど
に
は
羊
皮
紙
が
使
用
さ
れ
続

け
て
い
た
よ
う
で
す
。
ペ
ン
と
イ
ン
ク
に
よ
る

筆
記
方
法
が
主
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
に
じ
み
が

な
く
、
細
く
鋭
い
ペ
ン
先
に
耐
え
う
る
丈
夫
さ

を
も
っ
た
羊
皮
紙
が
重
宝
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

イ
ン
ク
が
に
じ
ま
な
い
よ
う
な
紙
の
加
工
が
必

要
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
活
版
印
刷
機
の
発

明
に
伴
っ
て
、
機
械
に
よ
る
製
紙
技
術
の
開
発

も
進
み
ま
し
た
。

　

紙
が
伝
わ
っ
た
当
時
の
日
本
で
は
、
筆
記
具

と
し
て
筆
と
墨
が
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
、
紙

の
表
面
の
滑
ら
か
さ
や
に
じ
み
止
め
は
そ
れ
ほ

　

紙
は
、
中
国
で
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
前
漢
の

時
代
（
紀
元
前
一
七
〇
年
～
紀
元
頃
）
の
遺
跡

か
ら
、
麻
を
原
料
と
し
た
紙
の
断
片
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

西
暦
一
〇
五
年
、
宮
廷
の
調
度
や
器
物
を
つ
か

さ
ど
る
長
官
で
あ
っ
た
蔡さ
い

倫り
ん

と
い
う
人
が
、
樹

皮
、
麻
の
切
れ
端
、
麻
布
の
ぼ
ろ
、
魚
網
を
用

い
て
紙
を
作
り
、
皇
帝
に
献
上
し
た
と
い
う
記

録
が
、『
後ご

漢か
ん

書じ
ょ

』
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

蔡
倫
の
頃
よ
り
前
の
紙
は
、
表
面
が
あ
ま
り

平
滑
で
は
な
く
、
文
字
を
書
く
た
め
に
は
使
い

づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

連    
載

考
え
よ
う

書
写
の
時
間
を

紙
の
始
ま
り

2425

和
紙
っ
て
ど
ん
な
紙
？

番
外
編

イラスト：荒井良二

紙のこと，
知りたいな。

毎日使ってい
るものだけど，
紙のことって
知らないね。

筆記具に合っ
た紙でないと，
使いにくいん
だね。

ペンちゃんピッちゃん

［
参
考
文
献
］

・『
紙
の
な
ん
で
も
小
事
典
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紙
の
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編
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講
談
社
）

・『
紙
の
文
化
誌
』（
小
宮
英
俊
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善
）
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ト
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や
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紙
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小
宮
英
俊
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日
刊
工
業
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社
）

・『
紙
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半
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機
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／

　

日
刊
工
業
新
聞
社
）公益財団法人　紙の博物館

■入 館 料：大人　300円（240円）　
 　 小中高生　100円（80円）
 　 ※（　）は20人以上の団体料金
■開館時間 ：10:00 〜 17:00（入館は16:30まで）
■休 館 日 ：月曜日・祝日の翌日・年末年始
■電　　話： 03- 3916- 2320
■アクセス：ＪＲ王子駅南口から徒歩約５分
■ H　　 P：http://www.papermuseum.jp

　東京都北区にある「紙の博物館」は，紙に関す
る資料を幅広く収集・保存・展示する，世界有数
の紙の総合博物館です。
　受付で希望すれば，解説ボランティアの方が，紙
の作り方や歴史について丁寧に説明をしてくれます。
館内には，専門図書室も設けられており，紙に興味
をもったなら，まずは訪れたい場所といえそうです。

紙についてもっと知りたいときは…

山
梨
大
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正ま
さ

明あ
き


